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＊ 1958 年スワロフ日食観測隊のスライド 312 枚を収蔵 
今まで、スワロフ日食に関係する記事は、アーカイブ新聞で「スワロフ」で検索すると、

7、14、21、90、91、92、101、119、201、878 の各号にヒットしたが、スワロフ日食につ

いて主に記載したものは、7 号（2008 年 5 月 9 日）「ニューギニア・ラエ日食記録映画発見」

という記事の中に、今まで DVD 化した記録映画「タイトル：スワロフ島日食観測紀行（25
分）：１．日食日時：1958 年 10 月 12 日」、第 21 号（2008 年 6 月 12 日 第 21 号）に「1958
年スワロフ日食時のスワロフ島海図発見」、第 91 号（2008 年 11 月 6 日）に「スワロフ日

食(1958 年 10 月 12 日)記録写真のデジタルアーカイブ」の 3 件である。 
今回、スワロフ日食観測隊員であった国立天文台名誉教授日江井栄二郎氏からスワロフ

日食時に氏が撮影した 312 枚のカラースライドが筆者に提供された。早速スキャンしてデ

ジタルデータとして取り込んだ。これらに写っている写真は風景写真が多く、日食観測の

機材はあまり写っていない。まずは、312 枚のサムネイル画像を載せる。 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 
 これらのスライドは、作成されて 58 年を経ている。スライドの枠のノリは劣化してほと

んどが剥がれており、フィルムがめくれているものも多かった。スキャナーで取り込んだ

後で水平線が傾いているものは、その傾きを修正するなどの手は加えた。 
 これらのスライドはデジタルデータとして天文情報センターのアーカイブ資料として保

存していくことになる。色の退化があり、またスライド枠から剥がれ、フィルム面がめく

れているものも多いので、スライド自体はさらに退化していくが、デジタルデータとして

保存されることになる。スキャナーでの取り込みは 1200dpi で行った。 
 スワロフ日食観測隊員が一堂に写ったもの、観測船として使われたおしょろ丸の文字が

きちんと読めるものなど貴重な写真も多い。写真 1 が観測隊のメンバーであり、国立天文

台の記録では、東京天文台 6 人（末元善三郎、日江井栄二郎、清水実、田鍋浩義、加藤正、

橋本清）、東京大学 1 人（山下泰正（東大理））だが、9 人写っており、2 人は東北大学の高

窪啓弥、佐藤直宣であろう。 



    
写真 1（後列左から、清水、加藤、末元、田鍋、橋本、日江井、山下、佐藤、前列：高窪） 
 観測船は北海道大学水産学部の練習船「おしょろ丸」（写真 2）が使われた。 

  

    写真 2  観測船として使われた北海道大学の「おしょろ丸」 



 日食観測の観測風景は、日食時には隊員すべてが何らかの任務に就いており、実際の観

測の様子が撮影された写真はないのが普通である。写真 3、4、5 は観測地の機材の展開の

様子である。 

   
         写真 3            写真 4        写真 5 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 

 

 


